







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この頃の在園児数（５クラス編成） 昭和16年度 男 82名 女 82名 計164名
／昭和17年度 男 108名 女 102名 計210名
昭和20．７．９ 仙台空襲により園舎全焼。
昭和20．10．31 幼稚園廃止。
昭和28．４ 東二番丁小学校地内に父母有志による父母教師会立の幼稚園舎復興、落成。
昭和29．３．１ 東二番丁小学校父母教師会立「仙台市東二番丁幼稚園」設立認可。
昭和29．４．12 復興第１回入園式挙行。
昭和36．８．４ 全国造形教育研究大会会場園となる（４〜６日）。
昭和40．10．17 第８回NHK全国図画コンクールにおいて学校特賞を受け、賞牌受賞。
昭和49．３．30 ｢仙台市立東二番丁幼稚園」として設立認可。
昭和54．６．７ 創立100周年記念式典。４学級 園児数118名。
平成21．３．17 仙台市議会、2010年４月、民営移行を前提に「仙台市立東二番丁幼稚園」の廃園方
針が議決。４月１日、４学級、園児数85名。
平成21．６．６ 創立130周年記念式典。
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平成22．４．１ ｢学校法人曽根学園東二番丁幼稚園」となる｡
明治14年（1881）11月、この園は私立から公立となるが、それから１年にも満たない明治15年（1882）
秋には、仙台区会は同園廃止を議決する。矢野成文らは「『幼児の教育は一日たりとて休むことはできぬ。
教員たちが申し合わせ、無月俸で出園保育する』と申し出があるので、その心をかなえてほしい」と訴え
ている。
仙台区長松倉恂は県に対し「仙台区幼稚園自費保育」の伺いを出し、明治15年（1882）９月28日に許可
されるが、同年12月22日、仙台区会で幼稚園廃止決議は再議の上撤回されている。しかし、翌年明治16年
（1883）６月13日、仙台区会は再び「仙台幼稚園」の廃止を議決する。
この時、学務委員大立目克詣や矢野成文は宮城県令に対し、激しい抗議をしている。大村榮は矢野の抗
議文（部分）を紹介している(47)。
抑
そもそも
、教育ノ事ハ中々
なかなか
一朝一夕ニテ其結果ヲ看ル能ハザルモノナレバ之ヲ永遠ニ期スルトノ儀ハ閣下
ノ能ク御存ジアル所ナリ。然ルニ一年ハ区費多端トテ之ヲ廃シ、一年ハ田穫不熟ヲ以テ之ヲ止メナ
バ、教育ハ却テ人民敢為ノ鋭気ヲ挫キ、子弟進取ノ精神ヲ蕩カスノ具トナランノミ。
また、大村は、区議会の「（幼稚園は幼児の）脳
ママ
力ノ発育ヲ妨ゲテ遲鈍ニ陥ラシムルノ恐アルノミナラ
ズ、衛生上ニ於テモ亦害アルコト少カラズト現今泰西諸国ニテ有名ナル学士ノ主張スル説アリ。然ラバ即
チ幼稚園ノ如キハ教育上必要ノ者ト為スベカラザルモノノ如シ。」という主張に対して、矢野は欧米では
年を追うごとに幼稚園は増加し「区議会議員カ駁撃ハ全ク見込違ヒノ極点ニ至リタルモノ」と反撃したと
している。しかし、矢野らの要求が受け入れられることはなく、同園は廃園となり、私立「仙台共立幼稚
園」となる。しかし、翌年の明治17年（1884）９月22日、仙台区より提出された「公立幼稚園設置申請」
（同年９月13日付）が許可され、同園は再び「公立仙台幼稚園」となる。この時、保姆の橋本よしぢは以
前と同じ月俸７円であるが、矢野成文は以前の月俸９円半が２円に下げられており、言う言葉がない。
東二番丁幼稚園は、昭和20年（1945）７月９日、仙台空襲により園舎が全焼し、同年10月31日、幼稚園
は廃止された。戦争は「幼児の園」すら焼き尽くすのである。
昭和25年（1950）頃から、東二番丁幼稚園の復活運動が活発になり、再三仙台市当局に復活陳情をする
が当局の回答は「戦災義務教育の復興と都市計画の実施のため不可能」であった。そこで、関係者らは
「町内会、父母教師会の総力をあげ、基金を募り、園舎を復興建築し、教具教材を購入」して、昭和29年
（1954）３月１日、県から東二番丁小学校父母教師会立「仙台市東二番丁幼稚園」の設立許可を得ている。
８年半のブランクを経ての復興である。
いずれにしろ、この園の歴史は、幾多の苦難に遭遇しながらも、矢野成文の犠牲的精神や、50年以上勤
続した大津よしぢの献身的な活動、保育者、保護者、関係者らの幼児教育に対する強い期待と熱心な支援
活動によって、この園が130年もの長い期間「名門幼稚園」として存続し得たことを示している。
筆者は、平成22年（2010）３月末、仙台市立東二番丁幼稚園を訪問したが、同園が同年４月から私立幼
稚園になるという事実を聞いて唖然とした。平成21年（2009）３月17日、またしても仙台市議会は民営化
を前提に市立東二番丁幼稚園の廃園を決定したのである。当然、同園関係者は大きな反対運動を展開した
が、市議会の決議を覆すことはできなかった。
幼稚園は、義務教育という法的保護がないだけに、その時々の政治的状況、経済的状況によって簡単に
公立が民営化され、補助金が削減されることになる。「建学の精神」を誇る私立幼稚園が個性豊かな幼児
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教育を展開する上で重要であることは言うまでもないが、経済的事情を理由に公立を容易に私立にすると
いうことの背景には、幼児教育こそ教育の基盤である、という認識の欠如があるのではないかという疑念
は残る。
４ 仙台区木町通小学校附属幼稚園設置の史的位置
⑴ 東北・北海道における先駆性
仙台区木町通小学校附属幼稚園は、東北・北海道における最初の幼稚園である。わが国４番目の幼稚園
が東北の仙台に誕生しフレーベル主義保育を実践した先駆性は高く評価すべきである。人口が稠密な東
京、大阪では年を追うごとに幼稚園が増えていくが、仙台では同園設置から約25年ほど後発の幼稚園がで
きなかったという点は鹿児島県に似ている。
明治17年（1884）に文部省から「学齢未満の幼児の小学校入学禁止の通達」が出されたこともあって、
宮城県では「本県仙台区ヲ除ク外未タ幼稚園ノ設ケアラサルヲ以テ学齢未満ノ幼児ハ学校ニ入レ一室ヲ設
ケ専ラ遊戯ヲ主トシ身体ヲ保育スルノ方法ヲ取調中ナリ」（文部省年報）という報告をしている。ただし、
明治18年（1885）の年報にも同様の記述があるがこれを実施したとは書いていない。
この年の宮城県の報告には仙台の幼稚園について「該園ハ園長一名保姆二名ヲ以テ管理シ幼児九十名を
保育セリ之ヲ前年ニ比スレハ保姆一人減スト雖トモ幼児は六十一人ヲ増加シ其事業モ亦漸次上進スル状況
アリ是レ幼児ノ保育ヲ重スルモノ年々ニ増加スルニ因ルモノナリ」とあるように、行政側はじめ一般の
人々の間にも幼児教育の必要性が少しずつ理解されていったことがわかる。
宮城県における２番目以降の幼稚園設置年(48)は、『宮城県教育百年史』、『宮城県幼稚園教育百年史』、
「仙台市統計」などの資料によって、あるいは同書中でもかなりまちまちであり１、２年のずれはあるが、
明治38年（1905）の私立宮城養稚園（東二番丁）、明治40年（1905）５月の米人婦人宣教師ミス・フェル
プスによる私立仙台幼稚園（元寺小路。仙台育児院幼稚園）、同年の石巻幼稚園（石巻市立町）、明治42年
（1909）の私立青葉幼稚園、明治43年（1910）の私立花壇幼稚園、同年の仙南幼稚園の順番である。この
６園が宮城県における幼稚園第二グループと言える。
『宮城県幼稚園教育百年史』によると、二番目にできた私立宮城養稚園（東二番丁）は、退役軍人で社
会事業家の妻の坂しまが経営し、春日悦、植山みよが保姆をしたキリスト教主義的な幼稚園であり、橋本
よしぢの東二番丁幼稚園とは対照的なものであったが、植山みよは橋本よしぢと仙台師範学校時代の同級
生で親密な交際があり、お互いに方向性は違っても励まし合う仲だったようである。
ちなみに、鹿児島県における２番手グループの幼稚園(49)は、明治41年（1908）４月、報徳会の花田仲之
助が設立した私立會友舎幼稚園（平之町）、明治45年（1912）４月の私立錦城學會幼稚園（易居町）、大正
３年（1914）４月の私立研志舎幼稚園（西千石町）がある。
⑵ 有志による私立幼稚園
文部省や地方行政組織が主導した幼稚園設置とは違って、仙台区木町通小学校附属幼稚園の設立が、矢
野成文を中心とする小学校教師有志の手によって設置されたということは、最初期４園の中では異例であ
る。早期の幼稚園で民間による設立には、明治13年（1880）４月１日、桜井チカが桜井女学校内に設立し
たキリスト教主義の幼稚園や、明治13年（1880）６月１日、民間有志で創設された大阪の愛珠幼稚園があ
る。仙台区木町通小学校附属幼稚園は、この２園より早いわが国最初期の「私立幼稚園｣(50)である（キリ
スト教系の幼稚園などでこれより早い私立幼稚園の設置はある）。
もちろん、東京、鹿児島、大阪の幼稚園に比べると、経営的には格段の差がある。こうした園では経費
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すべてを「官」に頼るわけにいかないからである。
しかし、有志だけで幼稚園を設置し得たという歴史的事実は重要である。もちろん、経営に不安がある
ため、この園のように、行政機関に申請して私立を公立にする例はよくあるが、この園は有志による幼稚
園設立の最初期の試みとして貴重な存在である。
⑶ 幼稚園の存続・発展に対する苦闘の実例
仙台区木町通小学校附属幼稚園は、設立当初、実態は半官半民に近かった。しかし、県の学務課はあく
までも小学校教師有志が設立した「私立幼稚園」と見なしていた。同園は、そうした園がその維持・発展
のためにどのような取り組みをしたかを示す好例となっている。
東二番丁幼稚園（旧仙台区木町通小学校附属幼稚園）の歴史は、幼稚園の存続と発展は、保育者、保護
者、関係者らの幼児保育に対する熱意と努力を抜きには語り得ないことをよく示している。こうした点で
この園から学ぶべきものは大きい。
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